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SteelEye Protection Suite インストレーション概要

インストレーションガイドのトピックは SteelEye Protection Suite cluster環境を定義するのに役立ちま

す。SteelEye Protection Suite構成が確立できたら、以下のトピックがSteelEye Protection Suiteのセットアップ

やライセンス処理、インストールにおいて役立ちます。

SteelEye Protection Suite環境のプランニング

SteelEye Protection Suite環境のセットアップ

SteelEye Protection Suiteのインストール

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド

Page 1



Chapter 1: SteelEye Protection Suite 環境のプランニング

このセクションは、SteelEye Protection Suiteクラスタ環境を定義して、迅速かつ効果的に高可用性を実現す

るのに役立ちます。

サーバ通信のプランニング

以下のガイドラインに従って、下図のような構成マップでサーバ通信を決定して文書化してください。

l クラスタ要件 :単一障害点を作らないために、クラスタ内のサーバの間には少なくとも 2つのコミュニケー

ションパス (「ハートビート」とも呼ばれます)が必要です。詳細は、下記の「コミュニケーションパスの考慮事

項」を参照してください。
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サーバ通信のプランニング

図 1: SteelEye Protection Suiteペアのサンプル構成マップ

これは、ディスクアレイサブシステムを共有するSteelEye Protection Suiteサーバのペアを図示した非常に簡単

な構成マップです。標準の状態では、Server1でアプリケーションが実行されており、プライマリサーバ (アクティブ

サーバ)と見なされます。Server2はセカンダリサーバ (スタンバイサーバ)です。この場合、ディスクアレイのボリュー

ム全体をリザーブするのは 1度に 1台のサーバだけなので、ディスクリソースの競合は発生しません。

このサンプルクラスタには、パブリックネットワークおよびプライベートネットワークに構成された TCP/IPコミュニケー

ションパスも図示されています。構成マップには、各 TCP/IPコミュニケーションパスに関連付けられた IPアドレス

を記入してください。

サーバのペアは最も簡単な SteelEye Protection Suite構成です。3台以上のサーバで構成されるクラスタのプラ

ンニングでは、サーバ間に適切な接続が存在することを保証するために構成マップがより重要になります。カス

ケーディングフェイルオーバ機能を提供するには、各サーバがクラスタ内の他のすべてのサーバへの物理コミュニ

ケーションパスを持つ必要があります。

注記 :共有ストレージの代わりに複製ストレージを使用する場合は、SteelEye DataKeeperのレプリケーション

用ハードウェアおよびソフトウェアの構成に関する追加情報を参照してください。
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コミュニケーションパスの考慮事項

コミュニケーションパスの考慮事項

SteelEye Protection Suiteコミュニケーションパスは、クラスタ内の保護対象リソースの状態を通信し、フェイル

オーバを管理するために使用されます。各コミュニケーションパスには優先順位の数字が割り当てられており、最

も小さい数字が「最も高い」優先順位を表します。

独立したサブネット上に 2つの異なる LANベース (TCP/IP)コミュニケーションパスがある構成を推奨します。プラ

イマリコミュニケーションパスはプライベートネットワーク上に構成してください。プライマリコミュニケーションパスを伝

送するネットワークインターフェースカード (NIC)には、切り替え可能な IP アドレスを構成しないでください。

冗長コミュニケーションパス

SteelEye Protection Suiteでは、可能な場合は常に冗長コミュニケーションパスを構成することを強く推奨しま

す。コミュニケーションパスを 1本だけ使用した場合、そのコミュニケーションパスに障害が発生すると、SteelEye
Protection Suiteのリソース階層が複数システムで同時にサービスを起動することがあります。これはフェイルオー

バの誤動作または「スプリットブレイン」状態と呼ばれます。スプリットブレイン状態では、各サーバは自身がアプリ

ケーションを管理していると認識しているので、共有ストレージデバイスにアクセスしたり、データを書き込んだりす

る場合があります。

プライマリコミュニケーションパス (プライベートネットワーク)

プライベート TCP/IPコミュニケーションパスは、パブリックネットワーク上で発生する通信の影響を受けず、システ

ム間の信頼性の高い通信を提供します。このため、プライマリコミュニケーションパスをプライベートネットワーク上

に構成し、セカンダリコミュニケーションパスはパブリックネットワーク上に構成することを推奨します。プライベート

ネットワークアドレスはDNSに登録してはいけません。プライベートネットワークアドレスについては、[この接続の

アドレスを DNS に登録する]チェックボックスをオンにしないでください。

SteelEye Protection SuiteのTCP/IPコミュニケーションパスは、静的な IPアドレスおよびサブネットマスクを使用

して構成されます。ケーブリングは、2ノードクラスタの場合はクロスオーバケーブル、3ノード以上のクラスタの場

合は小型のハブを使用してください。

注記 :プライベートネットワーク接続をDNSに登録しないことは非常に重要です。DNSは、通常、サーバごとの

パブリックネットワーク接続のみを公開します。これは、ローカルLifeKeeper GUI管理クライアントをリモート

SteelEye Protection Suiteシステムに接続する場合に重要になります。ネットワーク構成の詳細については、

ネットワーク構成の確認を参照してください。

リカバリキットの要件

SteelEye Protection Suite Recovery Kit クラスタのすべてのコンポーネントのプランニングと接続において考慮す

る必要がある要件があります。SteelEye Protection Suite forWindows リリースノートにはプログラムのバージョン

やディスク容量の要件など、各キットの技術的な要件が記載されていますが、詳細な構成情報については、リ

カバリキット を参照してください。

Coreリカバリキット (Volume、 IP、LAN Manager、File Share、DNS、Microsoft Internet Information Services
(IIS)、Generic Application)については、SteelEye Protection Suite forWindowsテクニカルドキュメンテーションを

参照してください。

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド
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ストレージとアダプタの要件

注記 :すべてのオプションのSteelEye Protection Suite Recovery kitには LifeKeeper v4.3以降と動作させるた

めにライセンスが必要になります。スタート -> [すべてのプログラム] -> [SteelEye] -> [LifeKeeper] -> [License Key
Installer]から License keyユーティリティを起動してライセンスをインストールすることが可能です。

ストレージとアダプタの要件

SteelEye Protection Suite構成では、共有 SCSIホストアダプタおよび共有ディスクハードウェアの機能を使用

して、障害が発生したサーバから指定のバックアップサーバにリソースを切り替えることができます。また、ファイバ

チャネルストレージエリアネットワーク (SAN)を使用することもできます。

以下のガイドラインに従って、ストレージとホストアダプタの要件を判断してください。

ストレージデバイス -アプリケーションのデータストレージ要件に基づいて、構成に必要なデータストレージデバイス

のタイプと数を判断する必要があります。共有ファイルはディスクアレイサブシステム (Redundant Array of
Inexpensive Disks、RAID)に配置してください。SteelEye Protection Suite構成では多数のハードウェアRAID
周辺機器を使用することができます。最も重要な要件はMicrosoftがサポートしていることです。Microsoftの
ハードウェア互換リストを参照してください。

重要 :ストレージデバイスの構成のプランニングでは、以下の問題を考慮してください。

l SteelEye Protection Suiteはリソースをボリューム単位で管理するので、構成内の各ボリュームのリソース

を使用できるのは 1度に 1台のサーバだけです。そのため、SteelEye Protection Suiteの構成を開始す

る前にディスクの割り当てを計画することを推奨します。

アダプタ -構成のタイプと周辺機器の数に基づいて、必要な SCSIホストアダプタまたはファイバチャネルホストア

ダプタのタイプと数を判断してください。選択したアダプタをMicrosoftがサポートしており、ドライバを入手できるこ

とが重要です。Microsoftがサポートするアダプタと周辺機器については、Microsoftのハードウェア互換リストの

「クラスタ」カテゴリを参照してください。

参照用に、構成マップにホストアダプタの仕様を追加してください。

サーバ仕様の確認

各 SteelEye Protection Suiteサーバで、以下のコンポーネントについてバージョンと性能が適切であることを確

認してください。

l Windows 2008 R2、および2012オペレーティングシステム (64ビットのみ)

注記 : クラスタ内のすべてのサーバで同一バージョンのWindowsを実行してください。

注記 : LanManagerおよびDataKeeper複製ボリュームで使用するために、ファイルとプリンタ共有が有効

になります。必要なポートを開き、 ICMPを有効にするために、SteelEye Protection Suiteではインストー

ル時にWindows 2008ファイアウォールが自動的に構成されます。

注記 : DataKeeper複製ボリュームをSteelEye Protection Suiteとともに使用する予定がある場合は、

ローカルセキュリティポリシー [ネットワークアクセス: Everyone アクセス許可を匿名ユーザに適用する]を
有効にする必要があります。LifeKeeperをインストールすると、このポリシーが有効になります。

注記 :デフォルトでは、ファイアウォールは有効になっています。インストール時にファイアウォールが検出さ

れると、該当する規則がWindows ファイアウォールに追加されます。ただし、インストール時にファイア

ウォールが無効になっていた場合は、将来ファイアウォールを有効にしたときに、ファイアウォールの設定

スクリプトを実行して規則を追加する必要があります。このスクリプト

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド
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サーバ仕様の確認

は、%LKROOT%\support\firewallSetup.bat としてインストールされます。コマンドラインからコマン

ドを実行するには、firewallSetup.bat %LKROOT%と入力してください。

l LANベースのクラスタハートビートのためのイーサネット TCP/IP対応ネットワークインターフェースカード

l 共有ストレージを使用する場合、ディスクアレイおよびストレージアダプタ (SCSIまたはファイバチャネル)

l メモリ。SteelEye Protection Suiteの最小メモリ要件については、SteelEye Protection Suite for
Windows リリースノートを参照してください。

注記 :ユーザアプリケーションを実行するには、(SteelEye Protection Suiteに必要なメモリ以外に)さらに

メモリが必要となります。

l ディスク容量。SteelEye Protection Suiteおよびリカバリキットの最小ディスク容量要件について

は、SteelEye Protection Suite forWindows リリースノートを参照してください。

l LifeKeeperグラフィカルユーザインターフェース (GUI)のプラットフォームおよびブラウザ

l 電源要件。SteelEye Protection Suiteサーバの可用性を最大にするために、無停電電源装置 (UPS)
を使用するか、少なくとも各サーバの電源を分離することを強く推奨します。

l SteelEye Protection Suiteで保護するアプリケーションソフトウェア

構成のサーバ名、プロセッサタイプ、メモリ、およびその他の I/Oデバイスを決定してください。バックアップサーバを

指定する場合は、選択したサーバが、プライマリサーバで障害が発生した場合に処理を実行するための性能

を備えていることを確認してください。

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド
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Chapter 2: SteelEye Protection Suite 環境のセットアップ

要件を判断して SteelEye Protection Suite構成を定義したら、SteelEye Protection Suite環境のコンポーネン

トのセットアップを開始できます。

注記 :異なる順序で実行できるセットアップ作業もありますが、このリストの順に実行することを推奨します。

ストレージの構成

SteelEye Protection Suiteは共有ストレージで使用することも、複製ストレージで使用することもできます。構成

に当てはまる指示に従ってください。

共有ストレージ構成

共有ストレージを使用する場合は、Windows環境をインストールした後、ホストアダプタおよび共有される周辺

機器のアドレス指定を設定してください。詳細は、アダプタおよびストレージデバイスに付属のドキュメントを参照

してください。SteelEye Protection Suiteクラスタ内のすべてのサーバが共有ストレージにアクセスできるように設

定するには、以下の作業を行ってください。

1. SteelEye Protection Suiteによって保護されるディスクはすべてパーティションに分割する必要があるの

で、Windowsディスクの管理ユーティリティを使用して、共有ディスクアレイのパーティション (ボリューム)を
構成する必要があります。また、パーティションはNTFSファイルシステムでフォーマットする必要がありま

す。

注記 :共有ストレージを安全に構成するために、共有ディスクボリュームインスタンスの安全な作成の手

順に従うことを推奨します。  

詳細については、ディスクアレイソフトウェアのドキュメントを参照してください。

2. 共有ディスクコミュニケーションパスを使用する予定がある場合は、コミュニケーションパスに使用する小さ

い raw (未フォーマット )パーティションを指定してください。サイズは 1MBで十分です。

3. クラスタ内の他のサーバの電源を投入して、すべてのサーバが共有ディスクを認識していることを確認して

ください。バックアップサーバから、共有ボリュームのドライブの割り当てが最初のサーバとまったく同じになる

ようにしてください。ディスクの管理ユーティリティを開くのは 1度に 1台のサーバだけにすることを推奨しま

す。

4. 共有ボリュームでファイル共有を作成した場合は、クラスタ内の各サーバで、これらのフォルダのファイル共

有属性をオンにする必要があります。

複製ボリューム構成

SteelEye DataKeeper forWindowsを使用する場合は、Windowsディスクの管理ユーティリティを使用して、複

製されるディスクパーティション (ボリューム)を作成してください。また、パーティションはNTFSファイルシステムで

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド
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DNS リソースの要件

フォーマットする必要があります。

(プライマリサーバの)ソースボリュームと (バックアップサーバの)ターゲットボリュームには同じドライブレターを割り当

ててください。

DNS リソースの要件

SteelEye Protection Suite forWindows Core製品に付属するDNS Recovery Kitは、構成内のDNSサーバ

のうちプライマリサーバまたは LifeKeeper別名のAレコードとPTRレコードを更新します。DNS リソースを使用す

ると、DNSプライマリサーバまたは LifeKeeper別名のAレコードを選択することができます。フェイルオーバまたは

スイッチオーバの発生時に、このAレコードとPTRレコード (存在する場合 )は、バックアップサーバの IPアドレス

で変更されます。DNS リソースを使用すると、フェイルオーバまたはスイッチオーバの発生時に、クライアントが

WAN環境内のサーバに接続することができます。SteelEye Protection Suiteサーバが異なるネットワークサブネッ

トにある場合、切り替え可能な IPアドレスを使用することはできません。このタイプの構成では、DNS リソースを

使用してクライアントを接続してください。DNS リソースの作成の詳細については、SteelEye Protection Suite
forWindowsテクニカルドキュメンテーションのDNS リソース階層の作成を参照してください。

制限 : SteelEye Protection SuiteサーバをドメインコントローラまたはDNSサーバとして構成しないでください。

同じシステム上のDNSサーバを指すDNS リソースを作成すると、次のエラーメッセージが表示されて失敗しま

す。“User credentials cannot be used for local connections.”

DNS レコードのTTL
SteelEye Protection Suite forWindows DNS Recovery Kitによって DNSプライマリサーバまたは LifeKeeper別
名のAレコードが更新されても、キャッシングDNSサーバのキャッシュのAレコードは更新されません。これらの

キャッシングDNSサーバは、SteelEye Protection Suiteによって保護されるAレコードが属するゾーンを保持し

ていません。TTLが期限切れになるか、キャッシュを手動でクリアするまで、Aレコードはキャッシュ内に残ります。

そのため、これらのキャッシングDNSサーバのクライアントは、Aレコードの更新された値を適切な時期に取得で

きません。SteelEye Protection Suiteによって保護されるDNS リソースについては、プライマリサーバまたは

LifeKeeper別名のAレコードのTTL値を小さい値に設定することを推奨します。

SteelEye Protection Suiteによって DNS リソースのAレコードとPTRレコードが作成される場合、これらのレコー

ドのTTLは 5分に設定されます。この値はMicrosoft DNS管理コンソール (dnsmgmt.msc)を使用して変更で

きます。ただし、値を大きくすると、AレコードはキャッシングDNSサーバのキャッシュ内でより長く存続します。

SteelEye Protection Suite DNS リソース階層を作成する前に作成されたDNSのAレコードおよびPTRレコー

ドについては、TTL値を 5分程度の小さい値に設定することを推奨します。

データベースアプリケーションのインストールと設定

保護対象データベースアプリケーションとして SQLServerを環境に含める場合は、データベースに付属のドキュ

メントに従ってアプリケーションをインストールしてください。データベースおよび構成ファイルが共有ファイルシステム

または複製ファイルシステムにあることを確認してください。実行可能ファイルは、各ローカルファイルシステムに配

置することも、共有ファイルシステムに配置することもできます。SQLServerのインストールや設定の考慮事項に

ついては、SteelEye Protection Suite Microsoft SQL Server Recovery Kitテクニカルドキュメンテーションを参照

してください。

SteelEye Protection Suiteをインストールした後にアプリケーションをインストールすることもできますが、SteelEye
Protection Suiteで保護する前に、アプリケーションが正しく設定され、正常に動作していることをテストしてくださ

い。
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共有ディスクボリュームインスタンスの安全な作成

共有ディスクボリュームインスタンスの安全な作成

共有ストレージボリュームリソースを安全に作成するには、ボリュームに対する書き込みアクセスを持つのは 1度
に 1つのシステムだけになるようにする必要があります。これには SteelEye Protection Suiteインスタンスを作成

する前も含まれます。

SteelEye Protection Suiteはインスタンスを作成する前にボリュームが共有されていることを認識できないので、

ボリュームが同時に 2つ以上のシステムで書き込み可能になることがないように、手動の手順が必要になりま

す。

ボリュームの同時書き込みアクセスを防ぐには、以下の手順を使用してください。この例では、2つのシステム

(SYSAおよびSYSB)が共有ストレージに接続されています。このストレージは 2つのボリュームで構成されてお

り、両方のシステムでドライブレターE:およびF:を割り当ててから、SteelEye Protection Suiteボリュームインスタ

ンスで保護します。

1. SYSBの電源はオフにしたまま、SYSAの電源をオンにします。

2. LifeKeeperをまだインストールしていない場合は、インストールします。

3. ボリュームにドライブレターEおよびFを割り当て、まだフォーマットしていない場合はNTFSでフォーマット

します。

4. SYSAの電源をオフにします。

5. SYSBの電源をオンにします。

6. LifeKeeperをまだインストールしていない場合は、インストールします。

7. 共有ボリュームにドライブレターE:およびF:を割り当てます。

8. コマンドプロンプトで、以下のコマンドを実行します。

%LKBIN%\volume -p E

%LKBIN%\volume -p F

9. SYSBを再起動します。E:およびF: ドライブがロックされて再起動します。

10. SYSAの電源をオンにします。E:およびF: ドライブが書き込み可能になって再起動します。

11. SYSAで E:およびF:についてボリュームリソースを作成し、SYSBに拡張します。

システムの電源をオフにする代わりに、ディスクの管理を使用して、共有物理ディスクをオフラインにすることもでき

ます。

ネットワーク構成の確認

SteelEye Protection Suiteをインストールする前に、ネットワークを構成し正常に動作していることを確認すること

が重要です。ネットワークの動作を確認するために、この時点で行う作業がいくつかあります。
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ネットワーク構成の確認

1. TCP/IPコミュニケーションパスを作成したり、 IPアドレスを保護したりするには、すべてのネットワークイン

ターフェースカード (NIC)が固定 IPアドレスを 1つ持っていることを確認する必要があります。

2. サーバに複数のNICがある場合 (推奨 )、異なるサブネット上に構成してください。アダプタが同じサブネッ

ト上にある場合、TCP/IPでは 2つ目のアダプタを効果的に使用することができません。

3. IPアドレスは以下のように構成してください。各サーバに少なくとも 2つのNIC (プライベートネットワークに

1つ、パブリックネットワークに 1つ)があるものとします。

a. [コントロールパネル]で [ネットワーク接続 ]をクリックしてください。 [開く]を右クリックしてください。

b. [詳細 ] メニューから [詳細設定 ]を選択してください。

c. パブリックネットワークに接続されたNICが [接続 ] リストの一番上にあることを確認してください。

d. プライベートネットワーク接続はDNSに登録しないでください。プライベートネットワークアダプタにつ

いては、以下の手順に従って [DNS] タブを開き、 [この接続のアドレスをDNSに登録する]
チェックボックスをオフにしてください。

[Internet Protocol (TCP/IP) Properties]-> [詳細 ]-> [DNS] Tab

プライベートネットワーク接続にはDNSサーバは不要なので、リストには何も含めないでください。  

これによって、LAN Managerコンピュータ名のスイッチオーバ時にブラウザが混乱するのを防ぐことが

できます。

4. 各サーバから、ローカルサーバおよびクラスタ内の他のサーバに pingを実行してください。pingが失敗する

場合は、続行する前に必要なトラブルシューティングと修正処置を行ってください。

5. LifeKeeper GUIサーバとクライアントコンポーネントが効果的に通信できるようにすることで、クラスタ内の

各サーバが localhostを解決できるようになります。

l DNSが実装されていなければ、%windir%\system32\etc\drivers\hostsファイ

ルを編集し、 localhost名を追加してください。ローカルサーバの IPアドレス、またはデフォ

ルトエントリ (127.0.0.1)を指定できます。 localhostを解決できないと、LifeKeeper GUIが
動作しない場合があります。

l DNSを実装した場合は、構成を確認して、SteelEye Protection Suiteクラスタ内のサー

バがDNSを使用して解決されるようにしてください。

6. 各サーバのホスト名およびネットワークアドレス指定情報が正しく、SteelEye Protection Suiteをインス

トールしても変わらないことを確認してください。SteelEye Protection Suiteを起動した後にホスト名を変

える場合は、lk_chg_valueユーティリティを実行して、SteelEye Protection Suite構成ファイル内のコ

ンピュータ名を変更する必要があります。SteelEye Protection Suiteを起動した後にネットワーク構成を

変える場合は、ネットワーク情報を再構成した後、lk_chg_valueユーティリティを実行して、既存の

SteelEye Protection Suiteコミュニケーションパスおよびリソース階層を変更する必要があります。

注記 : SteelEye DataKeeper forWindowsを使用している場合は、ドキュメントのSteelEye DataKeeperセク

ションで、レプリケーションに使用するネットワークカードの指定に関する追加情報と、コミュニケーションパスの考

慮事項を参照してください。
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切り替え可能な IPアドレス

切り替え可能な IP アドレス

ほとんどのSteelEye Protection Suite構成では、 IP Recovery Kitを使用して、切り替え可能な IPアドレスが

定義されます。切り替え可能な IPアドレスとは、サーバ間で切り替えることができる「仮想」 IPアドレスであり、

各サーバのネットワークインターフェースカードに関連付けられた IPアドレスから分離されています。SteelEye
Protection Suiteによって保護されるアプリケーションには、切り替え可能な IPアドレスが関連付けられます。そ

の後、プライマリサーバに障害が発生した場合は、切り替え可能な IPアドレスがバックアップサーバに「切り替わ

り」ます。

切り替え可能な IPアドレスのリソース階層を構成する予定がある場合は、クラスタ内の各サーバで以下の操

作を実行する必要があります。

l コンピュータ名が正しく、変わらないことを確認してください。

l pingコマンドを使用して、切り替え可能な IPアドレスが一意であることを確認してください。

l 切り替え可能な IPアドレスにホスト名を割り当てる場合は、各サーバで

%windir%/system32/etc/drivers/hostsファイルを編集して、切り替え可能な IPアドレスおよ

び関連するホスト名ごとにエントリを追加する必要があります。

注記 :チーミングソフトウェアを使用するか、仮想 IP リソースを作成した後、ネットワークカードを変更すると、仮

想 IP リソースがいったん削除され、ネットワークカードのインデックス番号を反映した IP リソースが再作成されま

す。

注記 :デフォルトでは、 IP リソースのフェイルオーバの前に、ネットワークブロードキャスト pingを使用してネット

ワークの存在が確認されます。ネットワークにブロードキャスト ping可能な装置がない場合、またはこの方法で

ネットワークの存在を確認しない場合は、以下のレジストリ値を 0 (無効 )に設定するとこのテストを無効にするこ

とができます。SteelEye Protection Suiteを再インストールすると、デフォルト値の1 (有効 )に戻ります。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Steeleye\LifeKeeper\RK\IP\BroadcastPing

切り替え可能な IP アドレス、DNS、および LifeKeeper GUIの考慮事項

サーバのメインNICで「仮想」 IPアドレスを使用するときにNIC上で DNS登録が有効になっている場合は、

ネットワークについて特別に考慮する必要があります。登録されたNICで SteelEye Protection Suiteによって

「仮想」 IPアドレスが作成される場合、DNSはサーバに対してこの IPアドレスを追加し、ネットワーク上のホスト

名の解決に使用し始めます。ただし、SteelEye Protection Suiteによって保護される「仮想」 IPアドレスはクラ

スタノード間で切り替え可能です。そのため、LifeKeeper GUIがDNSに登録された「仮想」 IPアドレスを使用

して、ローカルおよびリモートのクラスタノードから更新を取得するのを回避するための予防措置が必要になりま

す。

「仮想」 IPアドレスを使用する場合にローカルシステムおよびリモートシステムへのLifeKeeper GUIの接続を安

定させる方法は 2つあります。

1. 各 SteelEye Protection Suiteノードのネットワーク hosts ファイルを使用する。

l hosts ファイルで、他のすべてのリモートクラスタノードに対して固定 IPアドレスを指定してく

ださい。

l クラスタ内のすべてのSteelEye Protection Suiteシステムでこれを実行してください。  
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IPローカルリカバリ構成

前述のように、これらのアドレスは、LifeKeeper GUIのバインドに使用される、優先順位が最も高いネッ

トワーク上になければなりません。  

2. クラスタ内の他のすべてのノードへのLifeKeeper GUIの接続に、代替ネットワークおよび関連する代替

NICを使用する。この方法は、上述の簡単な推奨方法とは異なります。  

l 代替ネットワークおよびNIC上のDNS登録を有効にしてください。

l [ネットワーク接続 ] -> [詳細 ] -> [詳細設定 ]の順に選択して、 [アダプタとバインド ] タブで代

替ネットワークの優先順位を最も高くしてください。LifeKeeper GUIでは、この優先順位が

最も高いバインドネットワークが使用されます。

l 優先順位が最も高いSteelEye Protection Suiteコミュニケーションパスでも、このネット

ワークが使用されます。

l クラスタ内のすべてのSteelEye Protection Suiteシステムでこれを実行してください。

LifeKeeper GUIでは、すべてのクラスタノードへの接続にこの代替ネットワークが使用されます。この代替

ネットワークには仮想 IPが割り当てられておらず、アドレス登録は安定しています。DNS登録は、必要

に応じてサーバのメイン/パブリックNICにも使用できます。  

注記 :ネットワーク構成を変更した後に「ipconfig /flushdns」コマンドを使用すると、キャッシュされた古いDNS
情報を削除することができます。  

IP ローカルリカバリ構成

SteelEye Protection Suiteは切り替え可能なローカル IPアドレスを監視し、障害を検出すると、同じシステム

上の別のネットワークアダプタに IPアドレスを移動します。この機能は IPローカルリカバリと呼ばれ、システム設

定に関する次の要件と制限があります。

バックアップアダプタはローカルリカバリアダプタとも呼ばれ、プライマリアダプタに障害が発生すると、切り替え可能

なアドレスがアクティブになります。バックアップアダプタを設定するには、次の手順に従ってください。

l 2つのアダプタを同じ物理サブネットに接続します。

l ローカルリカバリアダプタの全アドレスは、適切にルーティングできるように、プライマリアダプタの実アドレスと

異なる論理サブネット上に置く必要があります。また、プライマリアダプタに設定して SteelEye Protection
Suiteで保護する仮想 IPアドレスとは異なる論理サブネットに置く必要があります。

l ケーブリングとネットワーク経路は、論理的なサブネットから pingを発行し、プライマリネットワークカードま

たはローカルリカバリネットワークカードを配置したサブネットと仮想 IPアドレスに到達するように設定しま

す。ネットワーク設定が有効なことを確認するには、論理的なサブネット上で pingを発行します。pingコ
マンドが失敗すれば、ネットワーク経路の設定に問題があります。

l IPローカルリカバリ機能は、 IP リソースを作成する際に有効にすることができます。 IP リソースを作成した

後、リソース属性を変更しても、ローカルリカバリ機能を IP リソースに追加できません。

l IP リソースの IPローカルリカバリ機能を無効にするには、「ins_setlocalrecovery」コマンドラインユーティリ

ティを使用してください。このユーティリティは、SteelEye Protection Suiteの\binディレクトリ (デフォルトで

C:\LK\bin)に格納されています。このユーティリティの使用方法とオプションの説明を参照するには、コ

マンドプロンプトから「ins_setlocalrecovery」を実行してください。
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IPローカルリカバリの動作

IP ローカルリカバリの動作

IPローカルリカバリ機能を有効にした場合、定期的に実行する IP リソースのディープチェックが失敗する

と、SteelEye Protection Suiteは次の処理を実行します。

l SteelEye Protection Suiteはまず現在のネットワークアダプタで IPアドレスを再起動します。

l 前記の処理に失敗すると、SteelEye Protection Suiteは、リソースインスタンスをチェックし、バックアップ

(ローカルリカバリアダプタ)が使用できるか調べます。バックアップインターフェースが使用できる場合は、 IP
アドレスをバックアップインターフェースに移動します。

l ローカルリカバリが完全に失敗すると、SteelEye Protection Suiteは、 IPアドレスと依存リソースをバック

アップサーバにフェイルオーバします。

ローカルリカバリ機能は、バックアップアダプタがなくても有効にすることができます。ローカルリカバリ機能を有効に

すると、SteelEye Protection Suiteはプライマリネットワークのインターフェースを再起動しますが、それに失敗する

と、リソースをバックアップサーバにフェイルオーバします。
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Chapter 3: SteelEye Protection Suite のインストール

SteelEye Protection Suite環境のプランニングと設定が完了したら、クラスタ内の各サーバにSteelEye
Protection Suiteソフトウェアをインストールする準備ができます。

SteelEye Protection Suite Core ソフトウェア

SteelEye Protection Suite Coreソフトウェアは FTPを用いてダウンロードすることができます。SteelEye
Protection Suite Coreは以下で構成されています。

l 以下を含む、基本的な LifeKeeperソフトウェア

l Perl (CPAN v5.8.8)

l Cygwin

l Javaランタイム環境 (JRE) v1.7.0_10 (Internationalバージョン)

l LifeKeeper GUI (サーバとクライアントの両方 )

l Microsoft Visual C++ 2008 Redistributable package (v 8.0.56336)

l Coreリカバリキット

l ボリューム

l IP

l DNS

l LAN Manager

l ファイル共有

l 汎用アプリケーション

l Internet Information Services (IIS)

l DataKeeper

l DataKeeperドライバ (ExtMirr.sys)

l DataKeeperサービス (ExtMirrSvc.exe)

l コマンドラインインターフェース (EMCMD.exe)

l DataKeeper GUI (Datakeeper.msc)
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SteelEye Protection Suite Coreソフトウェアのインストール

l パッケージファイル、SteelEye Protection Suiteスクリプト、ヘルプファイルなど

SteelEye Protection Suite Core ソフトウェアのインストール

SteelEye Protection Suiteは、Flexera InstallShield製品を使用して標準的なインストールインターフェースを

提供します。クラスタ内のサーバごとにライセンスを取得してインストールする必要があります。

SteelEye Protection Suite forWindows リリースノートを読んでからSteelEye Protection Suiteのインストールと

構成を行うことを推奨します。

SteelEye Protection Suiteをインストールするためには、SteelEye Protection Suite forWindows製品とともに提

供されるセットアッププログラムの実行が必要です。 InstallShieldウィザードはまずはじめに LifeKeeper for
Windowsをインストールします。LifeKeeperのインストールが完了するとSteelEye DataKeeper forWindowsが
インストールされます。各画面でセットアップ指示に従ってください。下記のいくつかの注意点があります。

LifeKeeperインストール時の注意事項

l LifeKeeperソフトウェアをインストールするには、管理者権限が必要です。管理者権限のないユーザも

セットアッププログラムを実行することはできますが、セットアップ時に必要な特別な権限がないので、イン

ストールはすぐに終了してしまいます。

l LifeKeeperを共有ストレージにインストールすることはサポートされていません。各サーバのローカルディスク

に個別にインストールする必要があります。

l LifeKeeperのインストールプログラムからSUperior SUのインストールが呼び出されます。

l デフォルトのLifeKeeperインストールパスはC:\LKです。このパスを変更することはできますが、スクリプトの

問題があるため、必ず空白を含まず、8文字以内のパスを選択してください。例えば、  C:\Program
Files\LKやC:\LifeKeeperは無効な選択であり、アプリケーションエラーが発生します。

l LifeKeeperのインストール時に、DisableStrictNameCheckingとDisableLoopbackCheckの2
つのWindowsレジストリが変更されます。どちらの変更も、別名を使用してサーバにアクセスするために

必要です。

ファイアウォール変更プロンプト (Windows 2008以降 )

ソースマシンとターゲットマシンのファイアウォールが正しく設定されていない場合、LifeKeeperは正常に動作しま

せん。LifeKeeperのインストール時に、LifeKeeperに必要なファイアウォールの規則を設定するのに加え

て、LifeKeeperに必要なその他のシステム設定を設定するかどうかの確認を求められます。インストーラによる

変更を許可した場合は、手動でファイアウォールを設定する必要はありません。  詳細については、SteelEye
Protection Suite forWindowsテクニカルドキュメントのトラブルシューティングを参照してください。

LifeKeeperでは、以下のポート /プロセス/プロトコルを開く、または有効にする必要があります。

TCP ポート : 81、82、1500、3278、3279

プロセス: %LKROOT%\jre1.5\bin\java.exe

プロトコル: ICMP Echo
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DataKeeperインストールノート

DataKeeperインストールノート

LifeKeeperのインストールが完了すると、 InstallShieldウィザードは SteelEye DataKeeper forWindowsのインス

トールを開始します。、インストールするDataKeeperの機能を選択するよう促されます。通常のインストールで

は両方の機能が含まれています。

l DataKeeperサーバコンポーネント

l DataKeeperユーザインターフェース

DataKeeperサーバーコンポーネントのインストール時 :

1. ファイアウォール設定

2. DataKeeper Service log onを選択する。

l Domain or Server accountを選択すると、DataKeeper Service log on IDおよび

Passwordの入力が必要となります。

3. License Managerからライセンスのインストールを行ってください。

サーバを再起動し、DataKeeperの使用を開始してください。DataKeeperの使用に関する情報については

DataKeeperテクニカルドキュメンテーションを参照してください。

SteelEye DataKeeper User Interfaceおよび Server Componentsの機能は個々にインストールすることが可

能で、今回インストールしなかった機能を後でインストールすることも可能です。

重要 : SteelEye DataKeeper User Interfaceの機能およびターゲットスナップショット機能を使用するためには

Microsoft MMC 3.0とMicrosoft .NET Framework 3.5 SP1が必要です。  .NET Frameworkは
http://www.microsoft.com/netからダウンロードすることができます。これらの正しいバージョンがインストールされ

る前にSteelEye Protection Suiteのインストールが実施されるとエラーが表示されインストールが中断されること

があります。SteelEye Protection Suite をアンインストールし SteelEye Protection Suiteのインストール処理を再

度実施する必要があります。

ライセンスの取得とインストール

SteelEye Protection Suiteではサーバごとに一意のライセンスが必要です。ライセンスはランタイムライセンスで

す。つまり、ライセンスがなくてもインストールできますが、SteelEye Protection Suiteを正常に開始および起動す

るにはライセンスをインストールする必要があります。

インストールユーティリティの最後の画面に、サーバのホスト IDが表示されます。ホスト IDをSteelEye
Protection Suiteソフトウェアに付属するEntitlement ID (Authorization Code)とともに使用して、SteelEye
Protection Suiteを起動するために必要なライセンスを取得してください。プロセスを以下に示します。
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ライセンスキーマネージャ

ライセンスキーマネージャ

SteelEye Protection Suiteの製品ライセンスをインストールしてから、ライセンスキーマネージャを使用すると、以

下の機能を実行できます。

l システムに現在インストールされているすべてのライセンスを確認する。

l 有効期限が近づいているすべてのライセンスの有効期限通知 (残り日数 )を確認する。

l 現在インストールされ、無効になっているライセンスを確認する。

l インストールされているライセンスを削除する (ライセンスを右クリックして [削除 ]を選択する)。

l 期限切れのライセンスをまとめて削除する ([期限切れライセンスを削除 ]ボタンをクリックする)。

l ソフトウェアをインストールまたはアップグレードしたときに、インストール済みライセンスリストを[更新 ]する。

SteelEye Protection Suiteクラスタ内のサーバごとにライセンスを取得してインストールするには、以下の手順を

実行してください。

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド

Page 17



ライセンスキーマネージャ

1. ホスト IDを取得します。SteelEye Protection Suiteのインストールの最後に、ライセンスキーインストーラ

ユーティリティに下図のように表示される [ホスト ID]をメモしてください。ホスト IDは、ライセンスを取得す

るシステム上で %LKROOT%\bin\lmhostid (%LKROOT%は LifeKeeperのインストールパス。デフォルト

では C:\LK)もしくは %ExtMirrBase%\bin\lmhostid (%ExtMirrBase%はDataKeeperのインス

トールパス。デフォルトでは C:\Program Files (x86)\SteelEye\DataKeeper)を実行して取

得することもできます (後からもう一度ホスト IDを取得する場合は、[スタート ] - [プログラム]メニューからラ

イセンスキーインストーラユーティリティを実行します。[スタート ] - [すべてのプログラム] - [SteelEye] -
LifeKeeper (または DataKeeper) - [ライセンスキーインストーラ]の順にクリックします)。

2. ホスト IDをノートにメモするか、ファイルに保存します。ファイルに保存した場合は、そのファイルをインター

ネットにアクセスできるシステムにコピーしてください。それ以外の場合は、インターネットにアクセスできるシ

ステムまでノートを持っていってください。

3. SteelEye Protection SuiteEntitlement ID (認証コード )を所有していることを確認します。ライセンスを

取得するために必要な Entitlement IDが含まれた E メールをソフトウェアとともに受け取っているはずで

す。

4. SIOS Technology Corp.のLicensing Operations Portalからライセンスを取得します。

a. インターネットにアクセスできるシステムを使用して SIOS Technology Corp.のLicensing
Operations Portalにアクセスし、ユーザ名とパスワードを入力してログインします。  

b. [Manage Entitlements]を選択します。

注記 :パスワードを変更する場合は、画面の右上にある [Profile]ボタンを使用してください。

c. [Entitlement ID]を検索し、項目の左側のボックスをオンにして、Entitlement IDに関連付けられ

た [Activation ID]を選択します。

d. [Activate]タブを選択します。

e. 必要なフィールドに入力して、[Next]を選択します。

f. [Select Existing Host]をクリックして定義済みのホストを選択するか、[Add New Host]を選択

して新しいホストを作成します。

g. [ホスト ID]を入力して、[OK]をクリックします。

h. [ホスト ID]の左側のボックスをオンにして、[Generate]を選択します。[License Summary]画面

に [Fulfillment ID]が表示されます。

i. [Fulfillment ID]の左側のボックスをオンにして、[Email License]タブを選択します。

j. ライセンス送信先の有効な E メールアドレスを入力して、[Send]を選択します。

k. [Complete]を選択します。

l. E メールを受信します。

m. ファイルを該当するシステムにコピーします。

5. ライセンスをインストールします。ライセンスをインストールするには、以下のいずれかの方法で行ってくださ

い。注記 : 2010年 7月 23日以降にライセンスを受信した場合は、Bの方法を使用してください。

a. ライセンスキーインストーラを使用してインストールする。
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プライマリネットワークインターフェースを変更すると、ライセンスのRehostが必要になる場合がある

l 各システム上で、[スタート ] - [プログラム]メニューからライセンスキーインストーラを実

行します ([スタート ] - [すべてのプログラム] - [SteelEye] - [LifeKeeper] - [ライセンス

キーインストーラ])の順にクリックします)。

l ライセンスキーインストーラのメイン画面で [ライセンスファイルをインストール...]ボタン

をクリックします。

l 上記の手順 4で保存したライセンスファイルの位置を参照します。

l ライセンスファイルの名前をクリックします。ファイルがハイライト表示されます。

l ダイアログボックスでファイル名の下に表示される [ライセンスファイルをインストー

ル...]ボタンをクリックします。ライセンス検出確認ポップアップが表示されます。  

もしくは

b. ライセンスファイルを該当するディレクトリに手動でコピーする。

各システム上で、%windir%\SysWOW64\LKLicense (%windir%はWindowsのインストール

パス。デフォルトでは C:\Windows)にライセンスファイルをコピーします。LKLicenseディレクトリ

が存在しない場合は、ファイルをコピーする前に作成する必要があります。注記 : ライセンスを有

効にした日付を識別できるように、ファイル名を YYYYMMDD.lic形式に変更することを推奨しま

す。

6. その他のサーバについて、上記の手順を繰り返します。他のSteelEye Protection Suiteサーバ上では、

サーバごとに一意のホスト IDを使用してライセンスをインストールする必要があります。

7. システムを再起動します。

プライマリネットワークインターフェースを変更すると、ライセンスのRehostが必要になる場合

がある

License Key Installer utilityで使用されるホスト IDは、SteelEye Protection Suiteサーバのプライマリネットワーク

インターフェースカード (NIC)から取得されます。SteelEye Protection Suiteは、起動されるたびに有効なライセ

ンスを確認します。将来、SteelEye Protection SuiteサーバのNICを交換してホスト IDが変わった場合は、次

に LifeKeeperもしくはDataKeeperを停止したとき、再起動する前にライセンスのRehostを実行する必要があ

ります。SIOS Technology Corp.のLicensing Operations Portalにログインして、[Manage Licenses]画面から

[Support Actions/Rehost]を選択してリホストを実行してください (注記 :製品サポートへのご連絡なしにお客

様ご自身で Rehostを行うことができるのは 6か月に 1回です。)

サブスクリプションライセンス

サブスクリプションライセンスは、更新機能がある期間限定ライセンスです。評価ライセンスと同様に、更新しな

いと一定の時間で期限切れになります。この更新プロセスが自動的に実行されるように設定するには、以下の

手順に従ってください。

1. 次のサブスクリプションライセンスプログラムをインストールします。

%LKROOT%\bin\lmSubscribe.exeもしくは

%ExtMirrBase%\lmSubscribe.exe
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トラブルシューティング

2. (SIOS Technology Corp. カスタマ登録から) [ユーザ ID]と [パスワード ]を入力します。これらの証明書

は暗号化されたファイルに保存されます。

3. [OK]を選択します。

上記の手順が正常に実行されると、サブスクリプション更新サービスがバックグラウンドで実行され、更新ステータ

スを定期的にチェックします。ライセンスが一定の日数 (90、60、30、20、10、5、4、3、2、1)で期限切れになる

ことが検出されると、警告通知がWindows イベントビューアに送信され、ライセンスを更新しようとします。新し

いアクティベーションライセンスが利用できる (このシステムの資格に対して新しいアクティベーションを購入した)場
合は自動的に履行され、古いライセンスに代わって新しいライセンスがシステムにインストールされます。このシス

テムのライセンスが更新されている (アクティベーションを購入している)限り、ユーザが操作しなくてもサービスに

よってシステム上のライセンスがアップグレードされます。

トラブルシューティング

エラーが発生した場合は、サポートに連絡する前に以下の方法を試してください。

l Windows イベントビューアでエラーメッセージを確認してください。

l SIOS Technology Corp.のLicensing Operations Portalにログインして、証明書を確認してください。

[ユーザ ID]と [パスワード ]を入力してください。正しい [ユーザ ID]と [パスワード ]を使用して

%LKROOT%\bin\lmSubscribe.exeもしくは %ExtMirrBase%\lmSubscribe.exeを再実行し

てください。

l ライセンスの更新を手動で強制的にチェックする場合は、サービスをいったん停止して再起動してくださ

い。(注記 :サービスを探すには、すべてのWindowsサービスのビューを表示して、「SteelEye
Subscription Licensing」を検索してください)。

l ライセンス証明書の所有権が変更された場合は、SIOS Technology Corp.のサポート担当者に連絡し

て、証明書を新しい所有者に移動してください。所有権が移動したら、新しい [ユーザ ID]と [パスワー

ド ]を使用して上記のコマンドを再実行し、新しい証明書で自動ライセンス更新サービスを更新する必

要があります。

LifeKeeper for Windowsローカライズ言語サプリメントのインストール

LifeKeeper forWindowsローカライズ言語サプリメントを使用すると、ローカライズされた環境で LifeKeeperを実

行することができます。各ローカライズ言語サプリメントには、翻訳された LifeKeeper GUIテキスト文字列とロー

カライズ言語によるコンテキスト依存ヘルプが含まれています。LifeKeeper v4.2では、日本語サプリメントが利用

できました。LifeKeeper v7.2.1では、中国語と日本語の言語サプリメントが利用できます。ローカライズされた環

境で LifeKeeper GUIを実行するには、国際化版のJava Runtime Environment (JRE)が必要です。SteelEye
Protection Suite forWindows Coreインストールプログラムによって、必要なバージョンのJREがインストールされ

ます。

LifeKeeper v7.2.1の中国語ローカライズ言語サプリメントには、LifeKeeperおよびDataKeeper v7.2.1の各製

品を含むSteelEye Protection Suiteの言語コンテンツが含まれています。管理者は更新する製品を選択でき

ます。一方、日本語サプリメントでは LifeKeeper v7.2.1のみが更新されます。スタンドアロンDataKeeper v7.2.1
製品が日本語で提供される予定です。また、完全にローカライズされたOSがインストールされている場合を除

いて、DataKeeper MMCベースGUIを使用するにはWindows言語パックをインストールする必要があります。      

LifeKeeper forWindowsローカライズ言語サプリメントは、SteelEye Protection Suite Coreと同様に

InstallShieldを使用してインストールします。インストール時に [標準 ]、 [コンパクト ]、または [カスタム]のオプション

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド

Page 20

https://license.steeleye.com/portal/
http://us.sios.com/company/contact-us/


SteelEye Protection Suiteのサイレントインストール

を選択する必要はありません。LifeKeeper forWindowsローカライズ言語サプリメントをインストールするには、

ローカライズ言語サプリメント製品に付属しているセットアッププログラムを実行してください。

インストール済みのLifeKeeper forWindowsローカライズ言語サプリメントを修復するには、セットアッププログラム

を実行して、 InstallShieldオプションのリストから [修復 ]を選択してください。

LifeKeeper forWindowsローカライズ言語サプリメントを削除するには、Windowsの [コントロールパネル]から

[プログラムの追加と削除 ]を実行してください。LifeKeeper Core製品を削除する前にローカライズ言語サプリメ

ントを削除する必要があります。

SteelEye Protection Suiteのサイレントインストール

注記 :SteelEye Protection Suite forWindowsをサイレントインストールするには、サポート から別々になった

LifeKeeperとDataKeeperのインストールファイルを入手する必要があります。

-silentコマンドオプションを使用して SteelEye Protection Suite forWindowsをインストールすることができま

す。このオプションは、ウィザードおよびランチャーユーザインターフェース (UI)を使用しないので「サイレントインス

トール」と呼ばれています。サイレントインストールは情報を表示なしに、もしくはユーザーとの対話なしにインス

トールを実行する方法です。「オプション」ファイルとしても知られているレスポンスファイルはインストールコマンドを

渡すために 使用します。通常はコマンドラインでダイアログに対しレスポンスを表示する場合および/もしくはプロ

パティもしくは変数の値を設定するためにオプションを指定します。レスポンス/オプションファイルで指定したオプ

ションは、コマンドラインで実行のオプションが入力された後実行されます。

LifeKeeperレスポンスファイル

LifeKeeperに対してレスポンスファイルを作成する場合は、コマンドウィンドウを開き、LK-
{version}-Setup.exe –r /f1C:\setup.issコマンドを使用して LifeKeeperセットアップ

プログラムを実行してください。ダイアログへ入力されたレスポンスは setup.issファイルへ記録さ

れます。

作成したレスポンスファイルを使用してサイレントインストールを実行するためには、コマンドウィンド

ウを開き、以下のコマンドを使用して LifeKeeper セットアッププログラムを実行してください。

LK-{version}-Setup.exe –s /f1C:\setup.iss /f2C:\setup.log

DataKeeperレスポンスファイル

DataKeeperに対してレスポンスファイルを作成する場合は、コマンドウィンドウを開き、以下のコマ

ンドを使用してして SteelEye DataKeeper セットアッププログラムを実行してください。

DK-{version}-Setup.exe /r /f1C:\setup.iss

ダイアログへ入力されたレスポンスは setup.issファイルへ記録されます。

注記 :最初のsetup.issファイルを作成する際にローカルユーザサーバアカウントがDataKeeper
サービスに対して使用されている場合は、別サーバで使用するために setup.issファイルを編

集する必要があります。メモ帳で setup.issファイルを開き、szNameのサーバ名を変更してく

ださい(szName=<serverName>\Administrator)。すべてのインストールにおいて Local
Service accountまたはDomain accountを使用する際は setup.issファイルを変更する必

要はありません。

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド

Page 21

http://us.sios.com/contact/


サードパーティ製品のファイル

作成したレスポンスファイルを使用してサイレントインストールを実行するためには、コマンドウィンド

ウを開き、以下のコマンドを使用して SteelEye DataKeeper セットアッププログラムを実行してくだ

さい。

DK-{version}-Setup.exe /s /f1C:\setup.iss /f2C:\setup.log

サイレントインストールからの結果は setup.logへ記録されます。  "ResultCode=0"はインストールが正常に完了

したことを表しています。

SteelEye Protection Suiteのインストールが完了次第、ライセンスキーをインストールするために [スタート ] - [プロ

グラム]メニューからLicense Key Installerユーティリティを実行してください。

スタート->すべてのプログラム->SteelEye->DataKeeper->License Key Installer。

サーバを再起動します。

サードパーティ製品のファイル

以下のサードパーティのファイルは SIOS Technology Corp.が開発したものではありませんが、SteelEye
Protection Suite/DataKeeperのインストールプロセスでインストールされます。

パスおよびファイル名 提供元 用途

<datakeeper dir>/lmdiag.exe

<datakeeper dir>/lmhostid.exe

<datakeeper dir>/lminstall.exe

<datakeeper dir>/motdk_libFNP.dll

Flexera ライセンス管理

<datakeeper
dir>/SnapIn/IronPython.dll (.Net
python言語実装 )

<datakeeper
dir>/SnapIn/IronPython.Modules.dll
(.Net pythonモジュール)

codeplex.com

(Microsoftオープンソース)
テスト /デバッグ

<datakeeper
dir>/SnapIn/J832.Common.dll

<datakeeper
dir>/SnapIn/J832.Wpf.BagOTricksLi
b.dll

Kevin Moore、
http://j832.com/bagotric
ks/

WPF開発用ユーティリティ/コントロール

<datakeeper dir>/SnapIn/log4net.dll
(.Netロギングライブラリ)

Apache Software
Foundation アプリケーションロギング
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サードパーティ製品のファイル

パスおよびファイル名 提供元 用途

<datakeeper
dir>/SnapIn/Microsoft.Scripting.Core
.dll

<datakeeper
dir>/SnapIn/Microsoft.Scripting.dll

codeplex.com

(IronPythonの一部 )

<datakeeper
dir>/SnapIn/MMCFxCommon.dll

<datakeeper
dir>/SnapIn/microsoft.managementc
onsole.dll

Microsoft MMC管理対象スナップインライブラリ
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サードパーティ製品のファイル

パスおよびファイル名 提供元 用途

<datakeeper
dir>/VSSHelper/VSSHelper.exe

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS-
license.txt

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.51.x86.dl
l

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.52.x64.dl
l

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.52.x86.dl
l

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.60.x64.dl
l

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.60.x86.dl
l

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.60.x86.x
ml

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.Common
.dll

<datakeeper
dir>/VSSHelper/AlphaVSS.Common
.xml

<datakeeper
dir>/VSSHelper/log4net.dll

<datakeeper
dir>/VSSHelper/log4net.xml

<datakeeper
dir>/VSSHelper/cfg/log4net.Config.x
ml

Pete Palotas、
http://alphavss.codeplex
.com/

Alpha VSS提供元
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アプリケーションディレクトリの例外事項

アプリケーションディレクトリの例外事項

以下のファイルは、DataKeeperのインストール手順で選択したデフォルトのディレクトリではないディレクトリにイン

ストールされます。この例外は、オペレーティングシステムにパフォーマンスモニタカウンタを設定した場合に発生し

ます。

パスおよびファイル名 用途

<windows
dir>/inf/ExtMirr/ExtMirrCounters.h
:

パフォーマンスモニタリング。このファイルにはカウンタ名と定

義が含まれます。

SteelEye Protection Suite for Windowsのアンインストール

LifeKeeperを削除する前に

LifeKeeperソフトウェアを削除するにあたって以下の事項が必要となります。

1. アプリケーションの移動もしくは停止。ソフトウェアを削除する前に、SteelEye Protection Suiteの保護

が必要なアプリケーションがサーバ上にないことを確認してください。アプリケーションリソースが In Service
中のアプリケーションが存在するサーバ上から LifeKeeperを削除しないでください。LifeKeeperを削除す

ると、イクイバレンシ、リソース階層の定義およびログファイルのような設定データがすべて削除されます。

追加情報についてはリソース階層の移動を参照してください。

2. LifeKeeper が実行中である。LifeKeeper Recovery Kit ソフトウェアを削除する場合、LifeKeeperが動

作している必要があります。サービスMMCスナップインを使用して LifeKeeperサービスが実行中であるこ

とを確認します。LifeKeeperが実行中でない場合、クラスタ内の別のSteelEye Protection Suiteサーバ

からリソースインスタンスを削除できず、サーバに一貫性がない状態になります。

3. リソース階層の削除。LifeKeeperを削除するサーバからリソース階層を拡張もしくは削除してください。リ

ソース階層がサービス中のサーバからは、絶対にRecovery Kitを削除しないでください。現在のリソース

階層が壊され、Recovery Kitの再インストール時に再作成しなければならなくなります。

4. 全パッケージの削除。LifeKeeper coreを削除する場合は、最初に LifeKeeperに依存する別のパッケー

ジを削除してください。例 : SteelEye Protection Suiteリカバリキット。SteelEye Protection Suiteリカバリ

キットを削除する前に、関連するアプリケーションリソース階層を削除することを推奨します。

DataKeeperを削除する前に

DataKeeperのアンインストールおよび前バージョンの再インストールを実施する際は、アンインストール前に各

ノードですべてのジョブ/ミラーを削除する必要があります。ソフトウェアを再インストールした時点でジョブ/ミラーを

再作成する必要があります。

SteelEye Protection Suiteのアンインストール

l Windowsのコントロールパネルで、インストールされたプログラムのリストから、SteelEye DataKeeperもし

くは LifeKeeperを選択してください。

l アンインストールを選択してください。
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注記

アンインストール処理が完了した時点で、再起動が必要となります。

注記 :アンインストール時には自動的にSteelEye DataKeeperおよび/または LifeKeeperサービスが停止され、

レジストリエントリがクリアされます。

削除が完了しても以下のファイル群はアンインストール時に削除されません。

パスおよびファイル名 定義および特別な考慮事項

<windows dir>/SysWOW64)/LKLicense

SIOS Technology Corp.製品の共通のライセン

スファイルディレクトリです。ライセンスファイルがイ

ンストールされる場所で、複数のSIOS
Technology Corp.製品のライセンスが毎回この

パスにインストールされます。インストール済みの

ライセンスを残しておくため、アンインストール時

にこのパスは削除されません。

手動で削除することが安全ですが、そのソフト

ウェアを後で再インストールすることになった場

合、ライセンスも同じく再インストールする必要が

あります。

<windows dir>/SysWOW64)
/PerfStringBackup.ini

新しいパフォーマンスモニタカウンタがインストール

される時 Windowsにより作成されるバックアップ

ファイルです。perfmonカウンタをインストールする

際に作成されます。

このファイルは、Windows自身により作成される

ファイルなので、単体で残ります。

<windows
dir>/inf/ExtMirr/0011/ExtMirrCounters.ini

このファイルは、DataKeeperパフォーマンスモニタ

カウンタを記述しています。このファイルは削除ま

たはそのまま残しておくことも可能です。これは

実行ファイルではありません。

注記

l 重要 : SteelEye Protection SuiteソフトウェアのアンインストールにはMicrosoft Visual C++ 2008
Redistributable packageのインストールが必要となります。このパッケージは SteelEye Protection Suiteが
アンインストールされるまで削除しないでください。

l SteelEye Protection Suiteセットアッププログラムから [Modify]または [Repair]を実行してください。

l LifeKeeperの削除では SUperior SUは削除されません。SUperior SUはAdd/Remove Programsで
個別に削除することが可能です。

l SteelEye Protection Suiteの削除では SteelEye Protection Suiteディレクトリは削除されません。その

ディレクトリはAdd/Remove Programs処理が完了した後、手動で削除することが可能です。

l SteelEye Protection Suiteを完全に削除するためにはシステムの再起動が必要となります。

SteelEye Protection Suite forWindows インストレーションガイド

Page 26



SteelEye Protection Suiteのアップグレード

SteelEye Protection Suiteのアップグレード

以下の手順を使用すると旧バージョンのSteelEye Protection Suite forWindowsからリソース階層およびミラー

を保持したままアップグレードすることができます。

アップグレード手順

以下のシナリオでは、LifeKeeperとSteelEye DataKeeperの両方をアップグレードする場合のプロセスを説明し

ます。最初に LifeKeeperをアップグレードしてからSteelEye DataKeeperをアップグレードしてください。アップグ

レードプロセスの間、LifeKeeperサービスとSteelEye DataKeeperサービスは停止します。LifeKeeperと
SteelEye DataKeeperの両方をアップグレードした後にシステムの再起動が必要になります。

2つのシステム (Sys1およびSys2)があり、Sys1がプライマリ (アクティブ)サーバであるとします。以下の手順に

従って、LifeKeeperおよびSteelEye DataKeeperをアップグレードしてください。

バックアップサーバのアップグレード

1. バックアップサーバSys2で LifeKeeper GUI とSteelEye DataKeeper GUIを終了します。

2. コマンドウィンドウを開き、$LKROOT\bin\lkstop ($LKROOTは SteelEye Protection Suiteのインス

トールパス。デフォルトは C:\LK)を入力し、すべてのLifeKeeperサービスを停止します。“LIFEKEEPER
NOW STOPPED”というメッセージを確認してから次へ進んでください。

3. セットアッププログラムを実行し、バックアップサーバSys2のLifeKeeper forWindowsをアップグレードしてく

ださい。[はい]をクリックして、LifeKeeperのアップグレードを続行します。

4. LifeKeeperをインストールすると、既存のLifeKeeperのファイルが上書きされます。必要に応じて

License Managerユーティリティを使用して新しい LifeKeeperのライセンスをインストールしてくださ

い。LifeKeeper 7.0では、7.0よりも前のLifeKeeperライセンスは使用できません。SteelEye Data
ReplicationをSteelEye DataKeeperにアップグレードするまではバックアップサーバを再起動しないでくだ

さい。

5. セットアッププログラムを実行し、バックアップサーバSys2のSteelEye DataKeeper forWindowsをアップグ

レードしてください。 はいをクリックして SteelEye DataKeeperのアップグレードを続行してください。(必要

に応じて)ライセンスマネージャユーティリティを使用して新しいDataKeeperをインストールしてくださ

い。SteelEye Data Replicationのライセンスを使用して SteelEye DataKeeperを起動させることはできま

せん。

6. バックアップサーバSys2を再起動します。

7. 言語サプリメントパッケージおよびオプションのリカバリキットをアップグレードする必要がある場合は、この時

点で該当するインストールプログラムを実行します。

クラスタ内に別のバックアップサーバがある場合は、サーバごとに上記の手順を実行してください。

注記 : SteelEye Protection Suiteの新しいバージョンでは、インストールパッケージの代わりにSIOSテクニカルド

キュメンテーションへのリンクが含まれています。オンラインプロダクトマニュアルが含まれている製品からアップグレー

ドするときに、古いオンラインプロダクトマニュアルはアンインストールされません。これらのファイルを削除したい場

合は、手動でOLPMパッケージをアンインストールする必要があります。
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プライマリサーバのアップグレード

プライマリサーバのアップグレード

8. バックアップサーバが再起動されるとミラーが再同期され、[ミラーリング]状態に戻ります。

9. スイッチオーバを実行してください。Sys2でアクティブなリソース階層が In Serviceされ、プライマリサーバ

Sys1をアップグレードするためミラーが逆方向に実施されます。

10. 上記手順をプライマリサーバSys1で実施してください。LifeKeeper GUI とSteelEye DataKeeper GUIを
終了してください。

11. コマンドウィンドウを開き、$LKROOT\bin\lkstop ($LKROOTは LifeKeeperのインストールパス。デフォ

ルトは C:\LK)を入力し、すべてのLifeKeeperサービスを停止します。“LIFEKEEPER NOW STOPPED”
というメッセージを確認してから次へ進んでください。

12. セットアッププログラムを実行し、プライマリサーバSys1のLifeKeeper forWindowsをアップグレードしてく

ださい。[はい]をクリックして、LifeKeeperのアップグレードを続行します。

13. LifeKeeperをインストールすると、既存のLifeKeeperのファイルが上書きされます。必要に応じて

License Managerユーティリティを使用して新しい LifeKeeperのライセンスをインストールしてくださ

い。LifeKeeper 7.0では、7.0よりも前のLifeKeeperライセンスは使用できません。SteelEye DataKeeper
がアップグレードされるまでは再起動しないでください。

14. セットアッププログラムを実行し、プライマリサーバSys1のSteelEye DataKeeper forWindowsをアップグ

レードしてください。はいをクリックして SteelEye DataKeeperのアップグレードを続行してください。(必要

に応じて)ライセンスマネージャユーティリティを使用して新しいDataKeeperをインストールしてくださ

い。SteelEye Data Replicationのライセンスを使用して SteelEye DataKeeperを起動させることはできま

せん。

15. プライマリサーバSys1を再起動してください。

16. 言語サプリメントパッケージおよびオプションのリカバリキットをアップグレードする必要がある場合は、この時

点で該当するインストールプログラムを実行します。

17. [スタート ]、[プログラム]、[LifeKeeper]、[LifeKeeper GUI]の順にクリックして Sys1のLifeKeeper GUIを
起動し、Sys1にログインしてください。

SteelEye Data Replication v6.2xからDataKeeperへのアップグレード

DataKeeperは "ジョブ" と呼ばれる新しい構造に組み込まれているので、SteelEye Data Replicationから

DataKeeperへアップグレードを行う際に、DataKeeperへアップグレードする前に既存のミラーを削除し、アップグ

レード完了時にそれらを再作成する必要があります。その操作によりDataKeeperに対して正常にジョブとミラー

情報を設定することができます。

DataKeeperはライセンスの更新もまた必要になるのでライセンスマネージャが表示されたら新しいDataKeeper
用のライセンスをインストールする必要があります。この時点で古いSDR v6.2xのライセンスを削除することを推

奨します。

以下の2つを除いては、上記アップグレード手順とまったく同じです。  
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アップグレード手順

アップグレード手順

1. SteelEye Data Replication UIで、すべての既存のミラーを削除してください。

2. 起動中のSteeleye DataKeeper Replication UIがあれば閉じてください。

3. 上記のアップグレード手順を実行し各サーバに新しいライセンスを適用してください。

4. DataKeeper UIを起動し、ミラーを再作成してください。

SteelEye Protection Suiteの再インストール

SteelEye Protection Suiteを再インストールするためには、上記と同じ手順を実施してください。セットアップが

InstallShieldオプションのリストを表示したら、Repairを選択してください。

修復

インストールプロセスでは、SteelEye Protection Suiteソフトウェアを修復することもできます。インストール済みの

ソフトウェアを誤って削除した場合や、部分的に修正された場合には、このオプションを使用してください。このオ

プションを使用すると、すべてのファイルがセットアップフォルダからコピーされ、システムの再起動を求められます。

注記 :修復時にエラーが発生する可能性があり、特にWindows 2012でエラーが確認されています。エラーが発

生した場合は、操作をやり直してください。

LifeKeeperの起動

標準インストールでは、サーバ起動時に LifeKeeperが自動的に起動します。アプリケーションは保護された状

態で起動します。

LifeKeeperの起動時に、LifeKeeper GUIサーバも起動します。LifeKeeper GUI クライアントは、Webブラウザか

ら起動するか、または [スタート ] -> [すべてのプログラム] ->[SteelEye]-> [LifeKeeper] -> [LifeKeeper (Admin
Only)の順にクリックして起動します。詳細については、SteelEye Protection Suite forWindowsテクニカルドキュ

メンテーションのLifeKeeper GUIセクションを参照してください。
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LifeKeeperプロセスの起動と停止

LifeKeeperプロセスの起動と停止

LifeKeeperはサーバを起動すると自動的に稼働します。そのため、通常は LifeKeeperを手動で起動 /停止す

る必要はありません。LifeKeeperを手動で起動 /停止する必要がある場合には、以下のいずれかの方法で行っ

てください。

サービスMMC スナップイン

管理タスクのサービスMMCスナップインを使用して LifeKeeperサービスを起動 /停止することができます。

LifeKeeperには、次の2つのサービスがあります。

l LifeKeeper

l LifeKeeper External Interfaces

2つのサービスは、同時に起動 /停止する必要があります。ただし、LifeKeeper External Interfacesは
LifeKeeperサービスに依存するため、LifeKeeper External Interfacesを停止すると、LifeKeeperサービスも停止

します。そのため、LifeKeeper External Interfacesは、LifeKeeperサービスの前に起動する必要があります。

コマンドライン

LifeKeeperを停止する場合、いくつかの関連サービスも停止する必要があります。このプロセスには数秒かかる

場合がありますが、すべてのサービスが停止しても [サービス]ツールには正確に反映されません。コマンドラインを

使用して $LKROOT\bin\lkstopと入力すると、停止しようとしているサービスが表示されます。完了すると、

確認のために “LIFEKEEPER NOW STOPPED”というメッセージが表示されます。

注意 : LifeKeeperを停止すると、保護対象のすべての階層のサービスが停止します。そのため、保護対象のア

プリケーションにアクセスできなくなります。
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